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平成２９年 第９回会議録 

１．開会日時 平成２９年９月２９日（金） 午後１時３０分 

２．場 所 峰行政サービスセンター２階第４会議室 

３．出席委員 吉野委員、佐伯委員、齋藤委員、一宮委員 

４．出 席 者 
永留教育長、須川教育部長、松尾次長兼総務課長、中島学校教育課長、

宮脇生涯学習課主幹、小島文化財課長 

５．会議書記 阿比留総務課課長補佐 

６．閉会日時 平成２９年９月２９日（金） 午後３時４０分 

７．議 事 

 日程第 １ 

 日程第 ２ 

 日程第 ３ 

 日程第 ４ 

 

日程第 ５ 

 

日程第 ６ 

 

日程第 ７ 

日程第 ８ 

 

日程第 ９ 

日程第１０ 

 

会議録署名委員の指名 

会期日程の決定 

教育長諸報告 

議案第２１号 対馬市教育委員会教育長に対する事務委任規則の一

部を改正する規則 

議案第２２号 対馬市教育長の権限に属する事務の委任等に関する

規定の一部を改正する規程 

議案第２３号 対馬市立学校等に勤務する用務員の服務に関する規

程の一部を改正する規程 

議案第２４号 対馬市就学援助事務取扱要綱の一部を改正する要綱 

議案第２５号 対馬藩お船江跡保存整備委員会設置要綱の一部を改

正する要綱 

報告第 ８号 要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

その他 
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永留教育長 ただいまから平成２９年第９回対馬市教育委員会会議を開会いたし

ます。 

これから本日の会議を開きます。 

議事の進行につきましては、対馬市教育委員会会議規則等により進め

たいと思います。 

では、日程第１「会議録署名委員の指名」を行います。 

今回の会議録署名委員は、吉野委員さん及び一宮委員さんを指名しま

す。よろしくお願いします。 

続きまして、日程第２「会期日程の決定」でありますが、お諮りしま

す。本会議の会期は本日、一日にしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

会場 「異議なし」の声。 

永留教育長 「異議なし」のようです。 

したがって、会期は、本日、９月２９日の一日といたします。会議運

営につきまして、御協力をお願いいたします。 

次に、日程第３「教育長諸報告」を行います。 

資料の２ページをお願いします。 

８月３０日に県の高校教育改革室から室長ほか３名来庁がありまし

た。中身につきましては、高校への進学率とか高校の魅力化について、

それから対馬高校の、仮称ではありますけれども国際課設置に向けての

ご意見が主な内容でした。 

９月２日に対馬市スポーツ推進委員研修会が豊玉で行われました。こ

こに雲仙市のスポーツ推進委員さんが４名来てくださいまして、講義で

あるとか実技講習等を行っております。４日に金田城跡整備委員会を午

後行いましたけれども、中身的には今年度の事業であるとか、来年度の

事業の計画について話し合いを行っております。 

９日に金田城記念事業イベントとしてシーカヤックと書いてありま

すけれども、ご存じのとおり、金田城が築城１３５０年の年に当たりま

すので、その記念事業としてシーカヤック事業が催されました。市長と

ともに開会式に参加をしました。この日は波風がなくて、絶好のシーカ

ヤック日和で３３名の皆さんが参加をしてくださいました。それからこ

の金田城記念事業関連ですけれども、明日、古代山城リレー講座が行わ

れますので、また時間があれば参加をお願いいたします。 

それから、１１日から定例市議会が始まりました。２２日は本会議で

２８年度の決算とか補正予算、条例改正等の議案ならびに教育委員会関



- 3 - 
 

係では教育委員会の点検評価、これの報告を行いまして、５件ほど質問

がありました。１４，１５，１９日が一般質問でしたけど、教育委員会

関係は５名から質問がありまして、簡単に項目だけ紹介をしておきます

と、１点目が少年の主張大会について、２点目が教育振興基本計画の達

成に向けた取り組みについて、３点目が佐須体育館の解体に向けた状況

について、４点目が上地区の連携型中高一貫教育について、５点目が部

活動における外部指導者等について、の５点につきまして質問を受けま

した。 

それから、２０日に越高遺跡の現地視察、部長と２人で行ってきまし

たけれども、これにつきましては、後ほど文化財課長から説明をしてい

ただきます。 

２１日の長崎県給食会理事長来訪って書いてありますけど、最近給食

のパンを中心に異物混入といいますか、いろんなことが対馬の中でも起

こっております。いま全国的にもいろんなニュースになっておりますけ

れども、その件に関して県の給食会理事長が来訪されまして、今後の方

向性であるとか、パンを作っている工場への訪問指導を行いました。 

２２日の市議会本会議最終日ですけれども、この中で１つ紹介してお

きたいのが市長の閉会挨拶の中で出てきたんですけれども、博物館建設

が９月くらいから始まる予定でしたけれども、入札がない、入札に応募

する業者がないということで延期になっておるということです。 

２７日に教育長・校長合同研修会がありましたけれども、３０年度の

人事異動に関する説明等がありまして、いよいよ人事も本格的に始まる

ことになります。 

２８日に野球連盟陳情対応と書いてありますけれど、３１年度に九州

大会並びに県大会、大きな２つの大会が対馬で開催される予定になって

おります。また、中学生の離島の子ども達が集まって大会をする離島甲

子園というのがあるんですけれども、これも誘致をしたいという方向で

す。そういう大会を誘致するにあたって、野球場が非常にみすぼらしい

といいますか、いろいろ修理改修をしなければならないということで野

球連盟から申し入れがありました。これの対応をしております。 

以上で教育長の諸報告を終わります。報告事項につきまして、何か質

疑等ありましたら「その他」の項でお受けしたいと思います。 

続きまして、日程第４、議案第２１号「対馬市教育委員会教育長に対

する事務委任規則の一部を改正する規則」これを議題とします。事務局

から提案理由の説明をお願いします。 

松尾次長 ただいま議題となりました、議案第２１号「対馬市教育委員会教育長
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に対する事務委任規則の一部を改正する規則」の提案理由についてご説

明を申し上げます。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律では、事務の委任について

教育委員会は、教育委員会規則で定めるところにより、その権限に属す

る事務の一部を教育長に委任し、または教育長をして臨時に代理させる

ことができる旨、第２５条で規定されています。 

先月の教育委員会の会議でもお話をさせていただきましたけれど、教

育長に委任できる事務と、そうでない事務が明確に区分されていますの

で、そこらを今回の一部改正で整理を行うものでございます。 

説明につきましては、新旧対照表で行いたいと思います。５ページを

お開き下さい。新旧対照表の右側に現行の規則を、左側に改正案を記載

しております。なお、改正の必要がない条項につきましては（略）と表

示をしております。まず、規則の題名において、アンダーラインを引い

ております「教育委員会」という文言を削除をいたしまして、「対馬市

教育委員会教育長」を「対馬市教育長」に改めようとするものでござい

ます。以前、教育長は教育委員の互選で選任をされておりましたので、

教育委員会の中の教育長であったと思います。教育長におきましては、

改正後の法律でも、教育委員会の会務を総理し、教育委員会を代表する

ことに相違はございませんけれども、市長が議会の同意を得て任命する

方法に変わりました。そういった任命の方法も変更となったこともあり

まして、また併せて一般職から特別職に変わったということで、今後に

おきましては「対馬市教育長」ということで統一したいと考えておりま

す。 

第１条では、法律の条文を引用し、「事務の委任等に関し」を「事務

の一部を教育長に委任するため」に改めようとするものでございます。 

第２条では、第１号から第１４号が規定されていますけれども、改正

案で新たに第１５号を加えております。第１５号は、教育委員会の点

検・評価の規定に関するものですけど、これを加えたものです。報告書

につきましては、平成２０年度から作成することになり、これを議会に

提出するとともに公表してきたものですけれど、教育委員会の規則にも

盛り込まれず、これまで運用で対処してきておりました。よって、今回

の法改正に合わせた形で規則の改正に加えた次第でございます。 

 この第１号から第１５号は、教育委員会が教育長に委任できないもの

として規定されております。教育長は教育委員会に諮り、承認を求めた

り報告したりする義務が生じることになります。また、アンダーライン

を数多く引いておりますけれど、改正後の法律に準拠した改正を行って
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おりますので比較していただければと思います。言葉は変わりますけ

ど、特段、意味合いが変わるものではございません。第３条及び第４条

の改正につきましても、改正後の法律に合わせた条文に変更しておりま

す。 

 附則でこの規則は、公布の日から施行するとしております。 

以上、議案第２１号の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

永留教育長 説明が終わりましたので、審議方よろしくお願いいたします。質疑等

ございませんでしょうか。 

吉野委員 ３ページの提案理由のところで、言葉のことですけど、教育長に「委

任することができない事務」が欠落してるんじゃなくて、「委任するこ

とができる事務」が欠落してるんじゃないですか。 

松尾次長 先ほども申しました、１号から１４号、これは教育委員会が教育長に

委任することができない事務なんです。ですので、その「委任すること

ができない事務」に１５号を加えたということで、それまで含めて教育

委員会が教育長に委任できませんよ、ということです。 

永留教育長 ほかにございませんでしょうか。 

ほかにご異議等ないようですから、議案第２１号を採決します。 

お諮りします。議案第２１号「対馬市教育委員会教育長に対する事務

委任規則の一部を改正する規則」は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

会場  「異議なし」の声。 

永留教育長 「異議なし」と認めます。よって、議案第２１号は原案のとおり可決

されました。 

続きまして、日程第５、議案第２２号「対馬市教育長の権限に属する

事務の委任等に関する規程の一部を改正する規程」を議題とします。事

務局から提案理由の説明をお願いします。 

松尾次長  議案第２２号「対馬市教育長の権限に属する事務の委任等に関する規

程の一部を改正する規程」についてご説明いたします。 

 お配りしている資料の９ページをお開き下さい。先ほど可決いただき

ましたものにつきましては、教育委員会が教育長に事務委任できるもの

についてでしたけれども、この改正につきましては教育委員会が教育長

に委任された事務のうち、その一部を校長や園長に委任するというもの

でございます。現行の規程におきましては、第１条で対馬市立の小学校

及び中学校の校長に事務を委任するということになっておりますけれ

ども、教育委員会が所管する施設には２つの幼稚園と１つのこども園も

ございます。その園長にも事務委任することができるよう加えたもので
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ございます。 

 また、第２条で「用務員」とありますけれども、すでに対馬市の正規

職員の学校用務員というものは皆無でございます。今ではすべて非正規

雇用の「嘱託用務員」ですので、「用務員」から「嘱託用務員」に呼称

を変更いたしました。 

 第３条の見出し及び条文の改正は、議案第２１号同様、改正後の法律

の条文に準拠させた形を取っております。附則で、この訓令は公布の日

から施行するとしていますので、ご審議方よろしくお願いいたします。

以上です。 

永留教育長 説明が終わりましたので審議方よろしくお願いをします。質疑等ござ

いませんでしょうか。 

吉野委員  ８ページ、第２条の最後の方ですね、小さいことですけど「嘱託職員」

って書いてあるのは「嘱託用務員」のことでしょうか。 

松尾次長 嘱託用務員は嘱託職員ですね。 

吉野委員 ９ページの中の２条の第１項が「勤務する嘱託用務員」って表現にな

りますよね。改正する本文は「嘱託職員並びに」で、どっちが正しいん

でしょう。 

比較では嘱託用務員って書いてあるでしょ。こちらの別紙の本文は嘱

託職員となっている。 

松尾次長 嘱託用務員ですね。訂正をお願いします。 

永留教育長 ほかにありませんでしょうか。 

ないようですから、これから議案第２２号を採決します。お諮りしま

す。議案第２２号「対馬市教育長の権限に属する事務の委任等に関する

規程の一部を改正する規程」は原案のとおり決定することにご異議あり

ませんか。 

会場  「異議なし」の声。 

永留教育長 「異議なし」と認めます。よって議案第２２号は原案のとおり可決さ

れました。 

続きまして、日程第６、議案第２３号「対馬市立学校等に勤務する用

務員の服務に関する規程の一部を改正する規程」を議題とします。事務

局から提案理由の説明をお願いします。 

松尾次長 続きまして、議案第２３号「対馬市立学校等に勤務する用務員の服務

に関する規程の一部を改正する規程」についてご説明申し上げます。１

２ページをお開き下さい。 

先ほど、正規職員の学校用務員はいなくなったというお話をいたしま
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したけれども、正規職員がいなくなったにもかかわらず、この規定が現

存し、活用されている状況がございますので、今回その矛盾点を改めよ

うとするものでございます。 

嘱託職員である学校用務員は、校長の指揮監督のもとにおかれていま

すので、この改正にあたりましては、校長にも意見を求めた上で改正を

いたしております。 

第１条では、用務員を嘱託用務員に改めるとともに、嘱託用務員は幼

稚園・こども園にもいることから、これらを加えております。嘱託用務

員の任用や服務につきましては、基本、対馬市嘱託職員管理要綱に基づ

かなければなりませんので、そのことも条文に加えております。 

 現行の第２条をはじめ、いたる条項に「学校長」という言葉が出てき

ますけれども、多くの校長先生からそういった「学校長」という定義は

ありませんというご指摘を受けましたので、この規程中に出てくる「学

校長」をすべて「校長」に置き換える改正を行っております。 

 第３条でアンダーラインを引いておりますけれども、このアンダーラ

インの部分の適用は正規職員であった学校用務員に適用していたもの

ですけれども、正規職員が皆無となった今では、これをそのまま嘱託用

務員に適用することはできませんので、改正案の第１条で規定する対馬

市嘱託職員管理要綱に基づくものとして「要綱第９条で」という文言に

改めております。 

 現行の第５条では、見出しに「休息時間」とありますけれども、市職

員はおろか市教委、県教委とも服務の中に休息時間は設けられておりま

せん。よって、この条を削除しようとするものでございます。 

 第１１条の改正は、「遅参したときは学校長の承認を受けなければな

らない」とありますけれども、この言葉の意味合いから致しますと事後

承認による報告と取られることから、これを事前に届け出ることを義務

付けるため、「遅参するとき」という言葉に改めるものでございます。 

 第１５条のアンダーラインの部分につきましては、表現を少しやさし

い言葉に改めたものでございます。 

 第１６条第２項の改正は、校長と教頭がともに学校から不在になるこ

とは考えにくく、「先任教師」という表現も適切でないということで、

校長が不在のときは教頭に、という条文に改めるものでございます。そ

の他、小さな改正も併せて行っております。附則で、この訓令は公布の

日から施行することとしております。ご審議方よろしくお願い申し上げ

ます。 
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永留教育長  説明が終わりましたので審議方よろしくお願いします。何かございま

せんでしょうか。 

佐伯委員  第５条が削られたということなんですが、休息時間は、役場とか市役

所もないんでしょうか。 

松尾次長 以前は午前１０時頃と午後３時頃に１５分ずつ休息時間がありまし

た。それが色々な地方公務員法等の改正とかでなくなったんです。なく

なったにもかかわらず、この学校用務員の部分だけ残っていたのでこれ

を削除したものでございます。 

永留教育長 別件ございませんでしょうか。 

一宮委員  １５条の２ですね、校長及び教頭ともに不在になることは考えにくい

ので、とおっしゃられたんですけど、現実問題としてあるんですね。そ

ういう場合のことも考えると、「先任教師」という言葉は適当ではない

と思いますけど、何かしていたほうがいいかなと私は思います。 

 出張等は一緒にはないのですけども、年休等で両方ともいないってこ

とも考えられるんです。そういう時、用務員さんが休みを取りたいとい

う場合は、あります。 

永留教育長 いろんなケースはありますけれども、校長不在の時の代理管理者とし

て教頭が置かれているわけですので、原則的には両者ともいなくなるっ

ていうのはよろしからぬことですね。ここは規程ですので原則論でいい

のではないかなと。例外はいろいろあると思いますので。現実的には校

長教頭不在になることもありますけれども、例えばその時は教務主任に

お願いをしていくとか、前もってわかっていることであれば校長教頭の

段階で処理をしておくとか、そういう対応は行われていると思いますの

で、それはそれでいいと思います。 

一宮委員 教育長の先生が仰るとおり、そのとおりの対応をしているんですけれ

ど、だからこそ昔のまま、ここに「教務主任」なんなり、あっても悪く

ないかなと思ったので意見として言わせていただきました。 

永留教育長 先任教師という言葉がここに入っているのは私も疑問で、いかに教務

主任であっても管理職ではありませんので、いろんな決裁をする権限は

ありませんので入れる必要はないんじゃないかなと。そういうことでお

願いをしたいと思います。 

別件でありませんでしょうか。ほかに質疑等ないようですから、これ

から議案第２３号を採決します。お諮りします。議案第２３号「対馬市

立学校等に勤務する用務員の服務に関する規程の一部を改正する規程」

は原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
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会場 「異議なし」の声。 

永留教育長  「異議なし」と認めます。よって、議案第２３号は原案のとおり可決

されました。 

 続きまして、日程第７、議案第２４号「対馬市就学援助事務取扱要綱

の一部を改正する要綱」を議題とします。事務局から提案理由の説明を

お願いします。 

中島課長 １４ページの議案第２４号「対馬市就学援助事務取扱要綱の一部を改

正する要綱」についてご説明いたします。 

提案理由についてです。提案理由は大きく２つに分かれております。

まず前段が事務の迅速化を図るものですというところまで、そして、そ

れ以降が２つ目になります。 

まず上の５行に書かれた内容について説明いたします。就学援助費支

給の可否については、これまでの要綱においては、教育長の決裁を経て

教育委員会に議案として提出し、承認を得たうえで認定してまいりまし

た。しかしながら、今回の改正は現在行っている実際の事務の状況に合

わせて、教育長の承認を得たうえで教育委員会へ報告することに改め、

事務の迅速化を図るものです。バラバラになりますけれど、これに関し

ては１５ページの別紙に書いてある中段あたりですけども、第５条第１

項中「認定の可否についての意見を添え、教育委員会の承認を得なけれ

ばならない」を「認定の可否を決定し、その旨を教育委員会に報告しな

ければならない」に改めるものです。これに関連した新旧対照表につい

ては、次のページにございますが、別紙に図が描かれた説明資料を加え

させていただいております。 

改正前のものについてご説明いたします。中段あたりまでは同じ流れ

なんですが、例えば、調査結果・資料の作成を８月に行った場合、改正

前の要綱に照らすと件名の報告があった後に、教育長が意見を添え、定

例教育委員会で議案を提出し、ここで認定の可否が決まると。となると

８月に資料を作成したものが９月の教育委員会での議案提出となりま

す。そこでの承認を得て支給開始が遅くなった場合に、１０月となって

しまいます。これを今回改正することにより、８月に資料を作成した場

合、教育長が認定の可否を決定し、これは当月中でも可能です。就学援

助の承認がその８月に可能です。したがって、学校の事務のタイミング

にもよりますけれども、早ければ８月、遅くとも９月には支給が始めら

れるということになります。したがって、従来に比べ支給の開始を早め

ることができるという利点がございます。実はすでに実際の事務はこの

流れでさせていただいておるんですけども、要綱がこれに追いついてお
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りませんでしたので、この提案をさせていただいております。 

次に１４ページにお戻りください。提案理由の一番下の部分です。「ま

た、」の部分ですけども、実は今年、昨年度の２月１４日に対馬市修学

旅行実施基準が改正をされております。その内容は居住している級地に

関係なく、子ども達には補助金が一律に支払われることになっておりま

す。ほかに今年度から児童生徒に対する修学旅行費がへき地等級にかか

わらず、補助金が一律になったことから所要の改正を行うものです。こ

れに対応するのが１５ページの「第３条第２項を削る」という部分でご

ざいます。これについての新旧対照表についても１６ページに掲載して

おります。具体的に申し上げますと、これまで高度へき地学校の３級地

以上の学校については小学校が２１，４００円、中学校が５７，５００

円を限度として補助されていました。ところが、２級地の学校について

は今申し上げた額の「３分の１を限度として補助する」という項目がご

ざいました。これを改正し、今年２月１４日からは級地に関係なく、先

ほど申し上げた額を補助して支払う、ということになっております。こ

のように、実務に合わせた改正を今回お願いするものでございます。以

上です。 

永留教育長 説明が終わりましたので審議方よろしくお願いします。 

質疑等ございませんでしょうか。 

佐伯委員 この就学援助というのは、具体的にいうと要保護準要保護の形になる

んですよね、だいたいいつ頃から今回改正するような形で、支給が行わ

れていたんでしょうか。 

中島課長 少なくとも前年度はそのようになっておりましたので、数年間はこの

流れできていたのではないかと思います。 

吉野委員 要保護準要保護の認定以外に修学旅行などで４年間の間に協議に諮

ったことはあるんですかね。 

事務的な処理をされていたと思いますけど援助費については今回初

めて上がってきたということですね。 

佐伯委員 私が初年度にこれを質問させていただいたときには、まだ内容等の一

部が上がってきて、それで審議をしてくれ、というようなことでした。

ただ事務方でしっかりした審議がされてらっしゃったと。私たちが何回

見ても非の打ちどころがない状況だったので、結局それなら中身を見る

必要はないという形で提案してしばらくそのような形で執り行われて

いた。今はまた内容も少し変わってきておりますけれども。 

永留教育長  ほかにありませんか。 
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一宮委員 確認です。修学旅行の件ですけど、級地に関係なく皆さん平等にとお

っしゃったので、小学校が２１，４００円、中学校が５７，５００円、

これはこの金額を一律に、ということですか。 

中島課長 これを上回るような費用があった場合には手出しで。これよりも下回

るような場合は実際にかかった費用が限度になります。 

一宮委員 財源が大変だったんじゃないかなと。この金額を全部の小中学校にあ

げるのは、財源とかご苦労されたんじゃないかなと、気になりました。 

須川部長 ２８年度に当然今おっしゃったような補助金の関係がありましたの

で、財政当局に説明を申し上げました。最初給食費の補助がらみで等級

に関係なく一律にしようということで了解を得まして、併せてこの修学

旅行についても差があるのはおかしいのではとご説明申し上げて、市の

財源負担をしていこうということで、今年度から補助金として、決めら

れた金額を出せるように理解をいただきました。 

吉野委員 市の単独でしょうか。県費やなんかは。 

永留教育長 市の単独です。修学旅行に関しても、以前は３分の２国庫補助でした

けれども、今それがなくなりましたので市の単独の補助金ということに

なります。 

ほかにありませんか。ないようですから、これから議案第２４号を採

決します。お諮りします。議案第２４号「対馬市就学援助事務取扱要綱

の一部を改正する要綱」は原案のとおり決定することにご異議ありませ

んか。 

会場 「異議なし」の声。 

永留教育長 「異議なし」と認めます。よって、議案第２４号は原案のとおり可決

されました。 

続きまして、日程第８、議案第２５号「対馬藩お船江跡保存整備委員

会設置要綱の一部を改正する要綱」を議題とします。事務局から提案理

由の説明をお願いします。 
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小島課長 議案第２５号「対馬藩お船江跡保存整備委員会設置要綱の一部を改正

する要綱」について提案理由と改正の概要についてご説明いたします。

現行の要綱につきましては、平成２８年８月９日に公布されております

が、本年７月開催の保存整備委員会におきまして委員のほうから、委員

会の名称と任務とが不釣り合いであるという指摘がございました。精査

調整の結果、今回要綱の題名を変更し、任務について具体的に明示し、

併せて必要な文言の修正を加え改正をしようとするものであります。内

容については次のページをお願いいたします。まず１９ページに新旧対

照表を載せておりますので併せてご参照願いたいと思います。まず、「対

馬藩お船江跡保存整備委員会設置要綱」の題名を、「長崎県史跡対馬藩

お船江跡総合保全検討委員会設置要綱」に改めます。第１条中「お船江

跡」というのを削りまして、「保存及び整備促進を図るため、対馬藩お

船江跡保存整備委員会（以下「整備委員会」という）」を「保存活用計

画の策定及び保全、管理、活用を図るため、長崎県史跡対馬藩お船江跡

総合保全検討委員会（以下「検討委員会」という。）」に改めるものでご

ざいます。第２条におきましては、任務を具体的に記載して、第１号で

「対馬藩お船江跡（以下この条において「お船江」という。）の保存活

用計画の策定及び保全、管理、活用について、教育長の諮問を受け、こ

れを審議する。」と明記しております。２号で「その他お船江の整備促

進に必要な指導助言を行う。」それから、第３条及び第５条中「整備委

員会」とあるのを「検討委員会」に改める。第６条第１項中「整備委員

会は」を「検討委員会の会議は」と改め、「委員長が議長となる」を「そ

の議長となる」と改め、併せて同条第２項を次のように改めます。「検

討委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のと

きは、委員長の決するところによる」。第９条中「委員会」を「検討委

員会」に改める。第１０条中「委員会の運営に関して」を「検討委員会

の運営に関し」に改める。 

以上が改正の内容でございます。附則で公布の日から施行するとなっ

ております。簡単ですが説明は以上になります。 

永留教育長 説明が終わりましたので審議方よろしくお願いいたします。質疑等ご

ざいませんでしょうか。 

一宮委員  一部を改正するということで協議をしているんですけども、対馬新聞

には「長崎県史跡対馬藩お船江跡保存整備委員会」という言葉がきれい

に使われているんです。それは早めに… 

小島課長 それは先ほどもご説明しましたとおり、この指摘があったのは７月の

整備委員会の時なんです。その時対馬新聞の記者さんもいて、従前の整
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備委員会という言葉が、その時の記事には書かれたのかなと思っており

ます。９月の新聞記事ですけど、内容としては７月の整備委員会の記事

なんです。 

吉野委員 今日改訂したやつ、それを以前の会議の時に使っていると。 

小島課長 いままで他にも金田城跡ですとか、宗家の墓所とか、統一した形で「保

存整備委員会」という名称を使っていたので、お船江の委員会の名称も

そのように設定しとったんですけど、委員の先生方からそういったご指

摘がありましたので改めて検討させていただいたというのが経緯でご

ざいます。 

永留教育長  ほかにありませんでしょうか。ないようでしたら、議案第２５号を採

決します。お諮りします。議案第２５号「対馬藩お船江跡保存整備委員

会設置要綱の一部を改正する要綱」は原案のとおり決定することにご異

議ありませんか。 

会場 「異議なし」の声。 

永留教育長 「異議なし」と認めます。よって、議案第２５号は原案のとおり可決

されました。 

続きまして、日程第９、報告第８号「要保護及び準要保護児童生徒の

認定について」の報告を行います。事務局から報告をお願いします。 

中島課長 資料は２１ページでございます。要保護・準要保護児童生徒数資料、

２２ページをお開き下さい。今回新規申請が小学校で１名となっており

ます。この子に関する詳しい資料は別紙をお付けしております。厳原小

学校、児童、保護者の氏名、認定理由は記載のとおりでございます。 

以上ご報告を終わります。 

永留教育長 報告が終わりましたが、この件に関して質疑等はありませんでしょう

か。質疑等ないようですから、報告第８号「要保護及び準要保護児童生

徒の認定について」の報告は終了いたします。 

ここで休息を取りたいと思います。後半を２時３０分から開始をいた

します。 

 (休憩） 

永留教育長 これから日程第１０、「その他」の事項に移ります。まず初めに、各

課の事業予定を報告させていただきたいと思います。お手元に１０月分

の事業予定表を配布しておりますのでご覧ください。総務課から順に事

業予定の報告をお願いします。 

松尾次長  それでは総務課関係の１０月の行事予定についてご説明申し上げま

す。６日の金曜日でございますけれども、これは学校教育課の主催でご
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ざいますが、中学校体育大会の駅伝大会が、峰の陸上競技場から道路を

使っての折り返しで開催をされます。総務課からも競技役員等として大

会を支援してまいりたいと考えております。１７日火曜日には学校の事

務職員と市教委の職員で合同会議を峰町公民館で行います。今回が２回

目の開催となります。１９日は議会議場におきまして決算審査特別委員

会が開催されます。平成２８年度の教育費の決算について事務局の管理

職員で臨んで審査を受けてきたいと思います。２３日から２４日、１泊

２日の日程でございますが、市庶務課長・生涯学習課長会議が雲仙市小

浜町で開催されます。私と平江課長が出席する予定としております。２

７日金曜日は第１０回目の教育委員会会議の開催を予定しております。

なお、月間業務につきましては説明を割愛させていただきたいと思いま

す。以上が総務課の行事予定でございます。 

中島課長  ２日に定例の校長会です。３日が定例教頭会です。２日の校長会は今

週行われました県教委の人事に関する説明を受けて、それを補足する説

明を加えて行います。６日は中学校体育大会の駅伝競走の部が行われま

す。１６日、２５日、３０日は学校経営研究訪問を行います。これはす

べての指導主事そして教育長が学校訪問し、学校の経営状況についての

指導、それとすべての教員に可能な範囲の授業をお願いし、各学校から

教科の指導員の先生方にも来校いただき、授業の様子そして指導の改善

にかかる指導を行っていきたいと思います。３１日に第４回園長会を実

施します。以上でございます。 

宮脇主幹 ８日、美津島と厳原を除いた旧４町、峰町、豊玉町、上県町、上対馬

町のほうでそれぞれスポーツ大会が開かれることになっています。峰町

はソフトボールとミニバレーとグランドゴルフが今のところ予定をさ

れております。豊玉はソフトボール、ミニバレーとグランドゴルフ、上

県もソフトボール、グランドゴルフ、ゲートボール、上対馬はソフトボ

ールとグランドゴルフ、ほとんど同じような競技ですが、それぞれの町

で予定されております。１２日から１３日にかけまして、県の公民館大

会が壱岐市で行われます。今年度が第６７回となっております。公民館

運営審議会からも６名ほど参加をする予定です。小体連関係、ジュニア

陸上関係、体育教科のほうが関係してありますので、うちの教育委員会

の事業予定に入れさせていただいております。１９日は社会教育関係、

社会体育の部門での課長会議、実は市の決算委員会が重なっております

のでここは分担して参加をするようにしております。決算委員会のほう

は課長が担当しまして、市町村の社会体育の担当ということで永留課長

補佐に出向いてもらう予定で今のところ動いております。２１日に図書
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館まつり、２３日は先ほど総務課からもお話ありましたが教育委員会の

庶務課長・生涯学習課長の会議が雲仙市です。２４日から２５、２６，

２７日と峰町で体験学習「みねの舎」というのがあるのですが、通学合

宿を峰町の公民館でやる予定にしております。いつも青年の家を借りて

るんですけど、公民館を使って今回からやってみようかということで思

っております。２９日上対馬のロードレース大会もありますが、山下和

仁さんという方のギターのコンサートが厳原で行われます。併せて歴史

講座、本馬貞夫先生を迎えて予定をされています。これもポスター等が

今、いろんな所に掲げられていますので、ぜひお越しいただければと思

います。最後の週は１１月の２，３，４，５が厳原町から峰町まで文化

まつりが控えておりますので、この１週間前くらいは各地区公民館で準

備にかかる予定です。木金土日がほとんど峰町、美津島町、上県町、厳

原町、上対馬町とでそれぞれ文化まつりと舞台の発表、併せてそこで少

年の主張大会が厳原町と美津島町以外の４地区で文化まつりの中で行

われる予定です。以上です。 

小島課長 １０月６日に大津市のほうで、大津宮遷都１３５０年企画展が開催さ

れる予定でございます。滋賀県にございます大津市歴史博物館の事業と

して開催されます。対馬市が協力団体ということで市長にご案内が来て

おります。市長と田中係長が出席する予定です。交流センターに大きい

絵を飾っていただいております鈴木画伯が仲介をされて大津市と対馬

市とで姉妹都市となることを熱望されておりまして、鈴木さんから大津

市の市長へ話をされているようです。対馬市としてもこれから交流を深

めて将来そういうことになれば、というスタンスでおります。１９日が

議会の決算審査特別委員会に出席をいたします。２１日古代史・古代山

城リレー講座がございますが、先ほど教育長からご案内がございました

けど、第１回目が明日交流センターで実施されます。１０月の２１日の

分が３回あるうちの２回目です。１１月にもう１回やりますけれど、２

回目は高松市から、金田城と同じく１３５０年を迎える屋嶋城の講演を

していただく予定としております。２３日から２７日にかけて京都国立

博物館で指定文化財企画展示セミナーというのが開催されます。これは

重要文化財の展示公開をするにあたって必要なスキルということで、尾

上係長が昨年から参加をしています。２９日に福岡県小郡市の郷土史研

究会から対馬市文化財課に依頼がありまして、小郡というのが鳥栖市の

隣にあり、県は違いますけれども、県境隣ということで昔対馬藩の領が

ありましたので鳥栖の対馬藩領についてということで講演依頼が来て

おり、村瀬が依頼に応えて講演をするという予定にしております。３０
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日は琴の長松寺の高麗版大般若経の修理事業とありますが、６年かけて

やっておりますが、今年が最終年ということで修理の過程の中間検査を

文化庁と長崎県と対馬市で行うことになっております。月間業務といた

しましては、以前チラシでご紹介しましたけど、対馬の遺宝里帰り展と

いうことで１０月６日から１１月５日にかけて峰町歴史民俗資料館で

資料展を開催します。事業主体は市長部局の観光の担当なんですけど、

文化財課も協力してやるということにしております。期間中にバスツア

ー、ナイトミュージアム等々いろんな企画をされていますのでお時間の

取れる方はぜひ参加していただければと思います。それから、平成３０

年度事業のヒアリングが１０月下旬から予定されています。今、県と日

程を調整しております。決まり次第それぞれ補助事業の担当が県のヒア

リングを受ける予定になっております。以上です。 

永留教育長 私のことを総務課のところに付け加えておきます。１０月の１２，１

３九州都市教育長研究大会、これが八代市であります。発表をしてまい

ります。１５日高校ＰＴＡ研修会が上対馬の総合センターでありますの

で、来賓として招待を受けております。１８日に高校魅力化推進講話会

が行われます。３高校の校長それから市長、振興局長、教育長の６者で

の講話会になります。 

以上で事業予定の報告が終わりましたが、この件に関して何か質疑等

ございませんでしょうか。ないようでしたら、次に進めたいと思います。

事務局から「その他」の事項でお願いします。 

須川部長 本日配布させていただいております、ＩＣＴ教育システムについて担

当から説明させてもらいたいと思います。まず今年度ＩＣＴ教育の導入

について、小中学校への導入を計画しておりました。先の教育委員会で

も対馬市の学校情報化推進計画をお配りさせていただいて、内容はだい

たい見ていただいているかと思います。今年度の導入計画としまして

は、教職員用の公務用パソコン、電子黒板、これは中学校に各学校１台

です、導入する予定でしたけれども、このシステムを導入するに際しま

して、ＩＣＴ教育に詳しい教職員の先生方にお集まりいただいて、ＩＣ

Ｔ教育担当者会議っていうのを組織しておりまして、この教育内容の検

討を現在行っているところでございます。その中での意見をもとに対馬

市の教育現場に合ったシステム作りと児童生徒の学習環境、提供できる

特色あるシステムの導入を計画させていただきたいこと。併せまして情

報化推進計画、先ほども申しましたけれども、それの前倒しということ

で捉えておりまして、先の議会、９月の１９日の全員協議会でこの変更

をご説明をさせていただいて、承認をいただいているところでございま
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す。今日、その報告も兼ねまして教育委員の皆様にご説明をさせていた

だきたいと思っておりますのでどうぞよろしくお願いいたします。情報

教育担当の梅野課長補佐が来ておりますので説明をさせていただきた

いと思います。 

梅野課長補

佐 

お配りしています資料の表紙になるんですが、「ＩＣＴ教育システム

（シームレス教育システム）」と記載させていただいております。この

シームレスという言葉が珍しい言葉なのでピンとこないかと思います

けれども、直訳いたしますとミシンなんかの縫い目を意味しておりま

す。最近文科省なんかでよく使われている言葉なんですけど、学校から

家庭まで縫い目のない様な１枚布でサポートできるようなシステムと

いう意味でシームレスという言葉が最近よく使われるようになってき

ております。 

１ページめくっていただいて、平成２８年３月に策定いたしました、

対馬市学校情報化推進計画というのがあります。この内容の大事なとこ

だけ、基本的な考え方と方向性といたしましては、内容豊かでわかりや

すい授業の展開、それから高度情報化社会に対応できる資質や能力を育

む、これになりまして目標達成に必要な事業を体系化・計画化していく

こととなっております。これによりまして、わかる授業を展開する、そ

れにより、確かな学力の向上が身に付く、というような内容となってお

ります。この計画の基本的な方針でございますけど、３ページに５つ記

載してありますが、校務の情報化の推進、特別支援教育における情報化

の推進、学校ＩＣＴ環境の整備・向上、教育の情報化を推進できる人材

の育成、教育の情報化を支える体制の充実が基本方針とされておりま

す。この中でも一番大事なのが赤で書いておりますとおり、学校ＩＣＴ

環境の整備、ハード面での整備ということと、推進できる人材の育成と

いうことです。人材というのは学校の現場で働かれている教職員の能

力、スキルアップというのが大きな役割を果たしているものと考えられ

ております。次のページになりますが、策定されました対馬市学校情報

化推進計画、これから大きく変更したことということで先日議会にも説

明しております。大きく２点が変更されました。 

まず、電子黒板からプロジェクターに機種を変更しております。年度

当初に、去年までは総務課が管轄していたのですけど、今年の４月から

学校教育課で主管させていただくことになりました。その関係で学校の

現場、学校の先生、特にＩＣＴに詳しい先生を各校から１名ずつ選出し

ていただきまして、ＩＣＴ教育担当者会議というのを立ち上げておりま

す。その中で出ました意見をもとに変更になったものです。特にこのプ
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ロジェクターにつきましては、対馬市の教育現場に合った機材に変更さ

せていただいております。 

２点目につきまして、無線ネットワーク形式の変更です。当初の計画

では Wi-Fi という、自宅とか会社なんかでノートパソコン無線でつなが

ると思います。あれが Wi-Fi 方式と呼ばれるものです、パソコンゲーム

等によく使われている方式なんですけど、その方式から今度はＬＴＥと

いう方式に変えました。ＬＴＥというのがスマホをお使いだと思うんで

すけど、スマホでインターネットなんかをする場合の通信方法でござい

ます。簡単に言うと Wi-Fi というのがインターネットの無線 LAN を使っ

てやるんですけど、ＬＴＥっていうのがスマホと同じ取り扱いになると

思っていただければいいと思います。ＬＴＥ方式に変えることによりま

して、教室だけでなく、野外学習、体験学習、自宅学習までも対応可能

になるシームレスな教育環境になります。ＬＴＥ方式を使うことにより

まして、ドコモ、au、KDDI とか主に携帯をやってるんですけど、こうい

ったところの頑丈なセキュリティが利用できるようになります。そのた

めに委員会とか学校でセキュリティを気にする必要がなくなってまい

ります。それから機器管理性能の向上というのが主な理由でございま

す。 

次に５ページになりますが、１点目の変更になった電子黒板なんです

が、左上にかかれているとおり電子黒板というのは、主にプロジェクタ

ーとパソコンから構成される機器でございます。これの組み合わせによ

って利用をもっとしやすくしたものが電子黒板と呼ばれているもので

す。学校の担当者会議の方でいい点とか悪い点いろいろ出ましたけれど

も、一番大きな点が、図体が大きいものですから、各校に１個ずつ配置

されても教室まで移動ができないということですね。それと、どうして

も教室の前面に置くものですから場所を取ってしまうんですね。そんな

意見が出たものですから、今回担当者会議のもと協議いたしまして、今

回導入する先生用のパソコン、校務用パソコンを４５０台程度導入する

んですけど、そのパソコンを左下にあるようにキーボードとモニターが

分離できるものを選びました。そうすることによりまして、モニター部

がタブレットとして活用できるようになります。それでプロジェクタ

ー、今回は２キロ弱の軽いものを用意しているんですけど、性能的には

かなりいいもので、学校の教育現場で十分対応できるものですね、この

２つを組み合わせることによって、現場に合った対馬市独自のＩＣＴと

いうものを検討いたしました。利点としては持ち運びが容易になるとい

うこと、教材等の事前準備が楽になる、職員室ではパソコンとしていろ
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んな教材を作って実際授業になりますとモニター部だけ、タブレットだ

けを持って教室に行けばいいということになります。一番大きなのは教

室での設置面積が小さくなるということですね。教材のセッティング時

間が短くて済むということです。先生方は、どうしても休み時間の１０

分間の間に、例えば電子黒板ですと移動してセッティングしてというこ

とになると、とても１０分間の休み時間では対応できないという意見が

大半でした。それをこういうことにすることによって、当然プロジェク

ター部とモニター部が無線でつながっておりますのでプロジェクター

の電源を入れさえすれば準備完了という状況になります。授業のチャイ

ムが鳴りますと同時にプロジェクターを使ったプレゼンテーションな

んかのソフトでの授業が可能になるということです。一言でいえば、１

０分の休み時間の間でも余裕で準備ができるシステムだということで

す。 

６ページに入りまして、対馬市独自の電子黒板の使い方になってくる

んですけど、職員室での先生方のパソコンで通常の校務の事務作業も行

う、それから授業の準備として動画の撮影であるとか編集が行える。も

ちろん音楽の録音なんかも行えます。パワーポイントなどを使っての教

材作成、写真撮影もここでできるようになります。授業が始まりますと、

キーボードとモニター部を分離してモニター部だけを教室に持って行

くんです。モニター部とプロジェクターの間は無線で通信できるように

なっております。そういう機種を設定しております。こうすることによ

って、コードでの配線が不要になります。ですから教室に着くと、プロ

ジェクターの電源１００ボルトを取りさえすればもうその場で授業が

スタートできるものになります。１０分間の休み時間で素早くセッティ

ングが可能で、どの教科にでも対応できるシステムだと自負しておりま

す。もちろんパソコン、タブレットとして使うのですけども、写真、動

画、音楽、プレゼンテーションソフト、なんでも利用できます。今回プ

ロジェクターにつきましては、プロジェクターだけではなくて既存の教

室用のテレビ、これにもタブレットの画像が出力できるようにと機器を

整備しております。ですから、先生はプロジェクターにも出力できるし、

簡単なものであればそのまま教室のテレビへの出力が可能になるとい

うことです。 

右上なんですが、今年度ではないんですが、３０年度にタブレットの

導入を考えておりまして、タブレットからもプロジェクターにアップル

ＴＶという機械を入れることによってプロジェクターと教室のテレビ

両方にも出力ができるシステムを考えております。もちろん、タブレッ
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トとプロジェクター、テレビ間は無線で、配線がいらないようなシステ

ムにしております。 

次、７ページなんですけど、ここがシームレス教育といって、平成３

０年以降の計画になるんですが、実際にＬＴＥ方式を使ったものです。

当然ＬＴＥ方式なので、近くに携帯鉄塔、皆様方のお家の近くにもある

と思うんですが、その携帯鉄塔から出る電波を、皆様お使いの携帯、ス

マートフォンは受けてそれでインターネットにつながったり、電話を掛

けたりできるんですけども、今回考えておりますのはタブレットだけの

機能ということで、電話機能は有しておりません。もちろん授業にも電

話は必要ないと考えております。ですから通信機能のみです。その通信

機能のみをＬＴＥ方式を採用いたします。これによりまして、携帯の電

波ですから当然学校の中へも届きます。その電波を利用して、中学校で

あれば共同学習であるとか問題解決学習、グループのプレゼン学習にも

使えるようになります。小学校であればまとめ学習であるとか発表学習

といったものにも使えるようになります。普通の無線ＬＡＮ方式を使っ

ていても同じことなんですけど、ＬＴＥの強みというのが、左側にあり

ます、例えば修学旅行とか取材旅行、ＬＴＥ方式ですので使えるのが対

馬市内だけでなくなります。日本全国どこででも使える環境が出来上が

りますので当然修学旅行にタブレットを持って行くことが可能になり

ます。そうすることによりまして、タブレットが持っているカメラ機能

であるとか動画撮影機能、それからその場で調べるインターネットで調

べ学習が可能になりますのでより高度な修学旅行での授業が可能にな

ると考えております。 

それから屋外学習ですね。調査学習とか発見学習というようにわかれ

るんですけども、これでも Wi-Fi ですともう電波のエリアが教室内に限

られる関係なんですけど、ＬＴＥ方式を使うことによって、例えば農業

の方であるとか林業の方を訪ねて山に行くとか、漁業の方を訪ねて定置

網の体験に行くとかそういったことにもタブレットを持って行ってそ

の場でインターネットを使ったいろんな機能が使えるようになってま

いります。それと一番有力になってくるのが左下に書いてありますけど

自宅学習まで可能になるんです。もしこのタブレットを持ち帰らせるこ

とになりますと当然このタブレットを利用した宿題とか、予習復習関係

ができるようになってまいります。文科省の要綱の中にも来年からは英

語が小学校からもスタートいたします。特に求められるのが英語の発

音、発信力というのが求められてくるんですが、タブレットですので自

分の発した言葉を録音することができます。その録音したものを今度は



- 21 - 
 

宿題として学校に提出できるようになってまいります。ですから英語に

こだわったわけではないんですが、いろんな授業でもこの自宅授業、持

ち帰り授業というのが有効となるのがこのシステムの大きな特徴と思

っております。 

８ページになるんですが、インターネットを使う関係上、普段タブレ

ットをお使いになられている方はお分かりになると思うんですが、だい

たい１か月の通信料というのが３ギガバイト位に固定されてくるんで

すね。超過すると１２８キロバイトまで落ちるんですけども、これは導

入する台数、すべて対馬市が契約するもので１台当たり３ギガで導入台

数掛けますと約３テラ９６０ギガバイト、ギガの次のオーダーまで行っ

てしまうんですけども市全体で約 4テラバイトくらい使えることになっ

てきます。これくらいあれば十分かなと考えております。 

それと生徒が使うので心配になるのがフィルタリングです。これにつ

きましてもギャンブル、アダルト、ウィルスそれぞれ３段階に分けて１

台 1台設定が可能になります。これによりほとんどフィルタリングは大

丈夫と考えております。次のページになりますが、ここで使う主なアプ

リケーションになるんですが、授業支援のクラウド方式のロイロノート

というものを考えております。このロイロノートというのは文科省、総

務省が推奨しているものでして機能的にも小学生から中学生まで十分

対応できるものと考えております。カード型をメインとした誰でも使え

るようなものになっておりまして、先生が回答を生徒から求めたり、各

生徒に一斉に配布したり、生徒から出てきたものをみんな表示したりす

ることも可能になります。使い手のあるソフトでございます。 

１１ページでございますが、今回平成３０年に、導入を検討しており

ます。まだ予算案は作成しておりませんが、１，３２０台を対馬市で配

布することを考えております。中学校ですけど、中学生につきましては

１人１台。学生が８１３台、教職員に８３台、合計で８９６台を中学校

で導入しようと考えております。小学校につきましては、１年生から６

年生までで１番多いクラスの人数、要するに１クラス分だけを各校に配

布ということになります。それと先生方の分が８０台、合計４２４台、

小学校中学校合わせまして１，３２０台のタブレットの導入を考えてお

ります。 

１２ページなんですが、最初説明しましたＩＣＴ情報化計画の時と今

回変わった時の比較表でございます。校務用パソコンが５４０台だった

んですけども、今回が４４３台ということになります。電子黒板が１校

当たり１台ということで３３台、それをプロジェクターに変えることに



- 22 - 
 

よりまして１２２台までの導入が可能になります。教育用パソコン、タ

ブレットなんですがこれにつきましては当然 Wi-Fi 方式で検討されてい

たんですが、これがＬＴＥ方式を使うような形式に変更になります。 

以上がだいたいの変更箇所になります。金額的にも当初の計画積み上

げますと、リース等で考えてあるので５年間のトータル合計になるんで

すが、当初の計画では６億３５００万程度の計画だったのが、今回シー

ムレスを考えることによりまして５億１６００万程度です。約１億ちょ

っとのダウンにも成功しております。以上説明を終わらせていただきま

す。 

永留教育長 何か質問ございませんでしょうか。 

佐伯委員 キャリアはどちらになるんでしょうか。 

梅野課長補

佐 

キャリアのことはまだ来年のことなので予算が確定していないんで

す。今のところ、あるキャリアさんとの間で詳しい技術的な詰め合わせ

をしております。それと同時に家庭までの持ち帰りを検討している関係

上、エリアが一番多いところのキャリアになろうかと思いまして、今そ

のエリアの電波状況の確認を取っております。結果がもうすぐ出てくる

と思うんですけど、それを踏まえたうえで入札になるのか 1社提案にな

るのかというのを今後予算がついた時に考えていきたいと思っており

ます。 

佐伯委員 多い学校だと生徒の数だけ入るということで、一度に何十人、何百人

の生徒が使うということになると基地局の対応が増強等も必要になろ

うかと。その点併せて確認していただけたらと思います。 

梅野補佐 その点は確認いたしまして、技術的には１鉄塔あたり２，０００台ま

での接続が可能だと聞いております。スピードにつきましても、１番多

い学校でも５，６０台でございますので全然問題ないということも聞い

ております。それとさらに委員会としては心配だったものですから、各

学校の教室でも電波測定をやっております。 

佐伯委員 それと予備費の関係なんですけど、小さい子どもから使うとなると破

損等も予想されると思うんですが、その辺りはどんなふうな形になって

ますでしょうか。 

梅野補佐 十分考えられるので検討いたしまして、当然生徒が家に持ち帰るよう

になって落下とか紛失盗難なども出てまいるようですから、そこも中に

保険という形で事業費の中に盛り込んでおります。もし壊れた場合に

は、壊れたタブレットは校長先生に提出してもらえば校長先生から各キ

ャリアに電話して、それが次の日には宅急便で送ってくるようにしてい
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ます。そこで壊れたものと入れ替えて古いのをまた送り返すというシス

テムを考えております。よほど個人が悪くない限りは無償で修理交換が

できるようにしております。 

佐伯委員  ３ギガバイトということで、超えた場合にはまた別に予算立てをする

ということでよいでしょうか。 

梅野補佐 小学校から中学校全部で４テラバイトという膨大な通信量が確保で

きておりますので、持ち帰りは今のところ中学生を対象と考えている関

係上、それを全部でプールするという感じです。試算した感じでは４テ

ラもあれば十分だろうという結論です。 

永留教育長  ほかにありませんでしょうか。 

一宮委員  現在ある電子黒板は研究指定している学校にありますよね。その後の

活用はどうなっているのか。もう１点は、平成３０年度からというとあ

と１年くらいで導入なんですが、教師の指導技術は追いついていくのか

なと。興味があって堪能な方はいいんですけど、３０年度一斉に実施に

なった時に現場の指導の追いつきはどうなのかなと。 

梅野補佐 今導入されている電子黒板というのは、今里小学校、豆酘、それから

東部中にも入っているんですけど、これはリースで借り受けているもの

でございます。なのでリース期間が過ぎると当然返却ということになっ

てまいります。やっていることはそのままパソコンで処理している関係

上、データは次のものにも引き継げるようにはなっています。 

ご心配されている先生方のスキルアップなんですけど、当然私たちも

担当者会議の中で話題になることなので、今のところ、平成２９年の間

に３回程度の研修を考えております。実際にその研修ではタブレットを

持ち込みまして導入予定でありますロイロノートというソフトを使っ

て実践的な教室での実際の授業の展開という形での研修を３回ほどや

るように計画しております。 

また、それによりまして当然全部の先生には短い期間で無理なもので

すから、とりあえず主だった先生を出していただいて、許す限りその中

で研修をやっていくと考えています。それから導入は順調にいけば平成

３０年の５月１日くらいから実際に使っていただきたいと思っている

関係上、５月に入りましたら導入時の研修、機器の使い方、ソフトの使

い方、並行してやっていくことを計画しています。 

永留教育長 いろいろあると思いますけど、時間もありませんのでＩＣＴ教育のほ

うが変更になっていくということをご承知おきいただきたいと思いま

す。 

須川部長 予算的に３０年度からと確定したものでありませんので、プロジェク
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ターとか公務用のパソコンとかは予算がついていたんですけど、これか

ら先のことは外部の方にははっきり固まるまでは内部にとどめておい

ていただくようよろしくお願いいたします。 

永留教育長 以上でＩＣＴ教育についての説明を終わります。 

事務局のほうから別件で何かございませんでしょうか。 

小島課長 資料配布させていただきました。越高遺跡発掘調査に関するもので

す。越高遺跡につきましては２年ほど前から調査を進めております。熊

本大学と共同で調査を進めているところです。９月１８日に主にプレス

向けの現地説明会を開催しております。地元の方とか興味のある方も何

名かお見えになったようですけど、その時文化庁から技官が来市してお

りまして、指導を受けながらの説明ということです。新聞の写しを後ろ

に付けておりますけど、その中で隆起文土器についてはそこに説明があ

りますけど、後段のほうにあります四角い「炉」跡っていうのが非常に

珍しい、日本では縄文期のものとしては初めての非常に貴重なものでは

なかろうかということで新聞発表したところです。越高遺跡につきまし

ては、予定としては今年で終わる予定でしたけど、これが出てきた関係

でもしかすると調査期間が延びるかもしれないところでございます。以

上ご紹介をさせていただきました。 

永留教育長 別件ないでしょうか。 

須川部長 教育長の行事報告の中でもありましたとおり、教育委員会の点検・評

価報告の中で小島議員さんのほうから数点ありまして、その中の主なも

のをご紹介させていただきたいと思います。 

総合教育会議についてですけども、定期的に開催したほうがいいんじ

ゃないかというご意見をいただきました。教育委員会としても教育会議

にかけたほうがいいんじゃないかという案件があれば必要に応じて開

催を考えております。 

教育委員の活動についても取り上げられまして、学校訪問がメインに

なっているのではないかということで、社会教育とか社会体育施設の現

場へも足を運んだほうがいいのではないかというご意見をいだたいて

おります。考え方としては現在峰で今日も行っておりますけど、毎月開

催しております教育委員会会議の場所を検討させていただいて、各町の

教育委員会関係施設を訪問できればと考えております。この件に関しま

しては後ほど事務局のほうからご提示があろうかと思います。 

永留教育長 次に島っこ留学受け入れの報告について。 
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松尾次長 お手元に島っこ留学受け入れの報告ということで文書とチラシと差

しあげておりますので、それを見ながらで結構ですのでお話を聞いてい

ただきたいと思います。 

平成２９年８月８日から１０日までの２泊３日で体験留学を実施し

た中で、すぐにでも留学したいという子どもさんがいらっしゃったとい

うことは以前お話をしておりましたけれども、前回の教育委員会会議の

直後に開催されました「島っこ留学推進協議会」において、その子ども

さんの受け入れの了承をいただいて、正式に留学が決定をしておりま

す。教育委員会のほうに報告したりするいとまがなかったということ

で、後日文書で案内をさせていただいたかと思います。タイミング的に

次の教育委員会までの猶予がない中での決定事項でありましたので、今

回報告という形を取らせていただきました。また、受け入れに際し、協

議会の規約とか実施要綱、補助金交付要綱等の所要の改正も行っており

ます。 

留学してきた子どもは、資料(１)にも書いているとおりでございま

す。福岡市博多区から単身で西部中学校の１年に転入をしてきておりま

す。チラシをご覧いただけますでしょうか。ここの中で写真が、中央に

７枚ほどありますけれども、馬と一緒に写っている男の子です。先ほど

単身で西部中学校に、という話をいたしましたけど、（３）の転入スケ

ジュールにも書いてありますように、９月１０日に母親と一緒に対馬入

りをしまして、里親となります大橋旅館に一緒に宿泊をし、翌月曜日に

は転入等の手続きを経て、西部中学校に登校したのちにお母さんは福岡

に戻られています。留学期間は原則１年ですけれども、今回２学期から

の留学ということもありまして、とりあえず来年３月までということで

区切っております。本人は、卒業まで西部中学校のほうにいたいという

思いを持っていると聞いております。対馬に来てまだ２０日ばかりでは

ございますけれども、毎日元気に学校へ登校しているとの情報が里親か

ら入っております。 

資料の最後のほうに、今後の島っこ留学生募集活動スケジュールを掲

げておりますけれども、平成３０年４月から新たな留学生を受け入れる

ための募集を１０月から開始いたします。それが先ほどのチラシでござ

います。申し込みがありましたら、来年２月中に協議会を開催して、留

学生の受け入れの決定を行いたいと思います。申し込みがない場合も今

年度の実績報告や来年度の計画等を練らなければならないために開催

をすることとなります。地域から子どもの笑い声や姿がなくならないよ

う、私たち教育委員会といたしましても尽力して取り組んで参りたいと
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考えております。 

続きまして、もう１点でございますけれども、先ほど教育部長から話

がありました教育委員会の会議ですね、それは定例的に行われているん

ですけども学校、施設であったり社会教育・社会体育施設の教育委員さ

んの訪問があまりなされていないんじゃないかということでございま

したけれども、この件につきましてはどのような方向性がいいのか教育

委員さん方で協議をしていただき、方向性を見出していただければとい

う思いでお話をさせていただきます。先の教育委員会会議の折に配布を

し、説明させていただきました「教育委員会の点検・評価報告書」につ

きまして、点検・評価委員の皆様から、教育委員と教育機関等との連携

が不十分ではないかというご指摘を受けており、毎年発行する報告書に

おいても同じ内容の指摘が平成２３年度から今年度２８年度まで６年

間続いております。また、報告書は市議会議員にも配布しておりますけ

れども、報告書に目を通された市議会議員からも同様の指摘があってい

るところでございます。このように、毎年指摘を受けるということはこ

れまで改善が図られていなかったということでなかろうかということ

だと思います。 

では、どうするかということで問題点を、お配りしている資料に書い

ておりますけれども、教育委員さんそれぞれが仕事を持たれており、平

日にそうたびたび休めない、休暇を取って教育委員会に来られないとい

う現状がございます。そこで、学校訪問や社会教育施設、社会体育施設

等の訪問や聞き取りというものを教育委員会会議の開催に合わせて訪

問予定の施設がある町で教育委員会を開催することも一つの方策では

ないかという意見も出ております。ただ、そうした場合、今まで半日あ

まりで終わっていた会議ですけども、場合によっては１日がかりになっ

てしまうという懸念も出てまいります。なかなか妙案というのは浮かび

ませんが、そこに書いています検討課題について、ぜひ教育委員さんで

学校訪問や施設訪問が増やせる方向でご検討をいただけましたら幸い

でございます。協議方よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

永留教育長 まず、島っこ留学の報告について何かございませんか。 

一宮委員 この島っこ留学原則１年間というのはなぜなのかということと、今、

来ていただいている留学生が来た目的というか、その辺りは教えてもら

えるんでしょうか。 

阿比留課長

補 

１年間ということでございますけども、募集もまずは 1年間というこ

とで募集をします。それが原則でございますけども、途中でホームシッ

クや病気とかで帰られるというケースもあると思いますので、原則とし
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て 1年で募集しておりますけども、内容によっては途中で帰られるとい

う想定もしながら募集はしたいと思っております。 

それから今回、９月から来ている訳ですけども、お母さんからいろい

ろお話を聞いたところ、福岡の博多駅のすぐ近く、都会のど真ん中で生

活されていたんですけども、昔から田舎での生活にあこがれていたと。

猟師、鉄砲を撃つ猟師になりたいという夢を語っていたそうです。その

中で今回８月に実施をしました体験留学に参加をされまして非常に対

馬のことを気に入られて２学期からでも留学をしたいという強い要望

があって受け入れを実施しているところでございます。 

永留教育長 補足ですけども、1 年からにしているというのは補助金、予算の関係

ですね。継続するのは構わないんだけども、一応１年区切りの予算の関

係もあります。 

一宮委員 1 年というのは帰ることは想定せずに２年、また３年というふうに希

望があった場合は許容範囲なのかなと気になって質問しました。 

阿比留課長

補佐 

そこは説明の留学期間のところにもありますとおり、更新可能として

おります。中学校３年を卒業したいという気持ちもあるそうですから更

新も可能でございます。 

一宮委員 こちらのパンフには原則一年間と書いてあるものですから。「原則一

年間（ただし更新可能）」というような書き方にしていただけたらよい

のではと思います。 

永留教育長 対馬市教育委員会会議と施設訪問についてということで事務局のほ

うから提案がありましたけども、すぐにここで検討というのも難しいで

しょうから１か月間しっかり考えていただいて、どういう方向があるか

点検・評価の結果もまた見ていただきながらいい案があれば次の会議で

提案をしていただければなと。今年度やらないならやらないで構いませ

んし。今年度一回でも二回でもやってみるという方向もあるでしょうし

その辺りを含めて次回の教育委員会会議まで考えておいてほしいとお

願いをいたします。 

吉野委員 今、委員さんは４人おられますけど３人は働いておられるから、毎月

毎月１日つぶしておるわけですから、その辺は非常に難しいと思いま

す。議員さんは調べるのが商売だろうけど、働きながらの勤務ですから、

私ならいつでもいいですけど３人の方に１日付き合えというのは非常

に難しいと思います。現職の人たちですからね。 

佐伯委員  施設ですけど、例えば各公民館とかということであれば、まずはそこ

で今年度会議を開催するということはやぶさかではないかなと私は思

うんですけど。会議となれば見込んでちゃんと段取りをつけて来ますの
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で。 

須川部長 あとは高等学校の訪問とかも話にでておりました。 

吉野委員 それも見るだけじゃなくて、使用している人たちの意見を聞いたりす

ることが本来の目的ですからね。問題は訪問することではなく別の所に

あるからね。住民の意見を聞けということですから、逆に使用している

土日に行った方がいいのかもしれませんし。検討課題ですよね。 

一宮委員 必ず４人がそろわなくてもいいのか、要するに教育委員が訪問したと

いうことで回数を重ねるとか、現在の状況で自助努力をしている姿勢を

見せるのか、全員そろって訪問するのか、その辺りは協議をする大事な

論点になりそうですね。 

吉野委員 議員の言うのは、やっぱり教育委員そのものが行ってないということ

ですから２人行こうが３人行こうがそれは構わんと思います。４人そろ

う必要はないと思います。 

強制じゃないから来られん人に無理に来いとはいわんけど、全員そろ

うのはまず難しいということはわかっていただけると思います。 

一宮委員 指摘を受けたのは前向きにとらえて、現時点でできる状況を私たちが

やっていけばまたご理解いただけるんじゃないですか。 

永留教育長 次回また、この件に関しては少し時間を取りたいと思います。 

事務局からほかにありませんでしょうか。ないようでしたら委員さん

からなにか。 

吉野委員 １１月１８日の厳原の県の研究大会で、郷土芸能とかお昼の時間とか

何か計画は出来ていますか。昨日たまたまＣＡＴＶで対馬観光甚句って

いうのがあって、対馬のビデオを流しながら対馬の名所旧跡をうたった

歌があるんですね。３分とか５分とかなかった気がしますけど、いい映

像で対馬の観光名所めぐりもできますし、非常に良かったので、せっか

く長崎県内から来られるから良い PR 事業ではなかろうかと感じました

ので、一応お願いしたいと思います。お昼休みの１２時４５分から、１

０分か１５分の時間にアトラクションに。対馬を観光した気分になりま

す。 

永留教育長 講演に歴民館の学芸員の古川さんに、講話をしてもらうんですけど、

その中に対馬の自然から動植物からプレゼンをしてもらえると思うん

です。 

齋藤委員 比田勝中学校に韓国から転校生がやってくるという話はまだこちら

に入ってないんですかね。１０月４日に比田勝中学校の安永校長と面接

をするという話を聞きまして。実はそこのお父さんというのがうちの会
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社で働いてる韓国の方なんですけど、娘さんが韓国の中学校をやめてこ

ちらにもう２ヶ月くらいいるんですね。それでお父さんが韓国語の通訳

とか付けれらるのかな、と心配してたもので。日本語はほぼほぼしゃべ

れないと思うんですけど。韓国では中学２年生だったんですけど、こっ

ちでは中学１年生から入りたいとお父さんから聞いていまして、そうい

う対応は可能なのかなと思いまして。 

中島課長 情報は入っております。なにか人をいれていただけないかという相談

はあっていて、誰か市の予算で入れられないかという検討はしておりま

す。今現在介助員という制度と教育学習支援という制度があるんです

ね。予算はひっ迫している状況なのですけど、検討をしていますが、言

葉の問題は解決できてない状況です。 

永留教育長 またそこは学校と連携しながらよろしくお願いしたいと思います。 

ほかありませんでしょうか。 

一宮委員 博物館建設に対する入札がないということでしたが、その辺りはどう

なのかなと気になるところです。 

小島課長 実はおととい博物館推進室と話をする機会ありましたので、やんわり

方針を聞いてみました。一番気になるのが今後の予定だと思うのですけ

ど、予定としては９月の議会に本契約の案件をあげる予定だったのが、

３か月遅れのスケジュールを組み直さなければいけないということで、

１２月の議会提案に向けて準備をしているところだそうです。業者も今

技術者が不足していて、というのも震災の関係とか東京オリンピックの

関係でそちらのほうに取られてしまって業界全体として技術者が足り

ない状況で、こちらにまで無理して手を挙げる余裕がないという企業が

多いそうです。ただそうも言っておられませんので、さっき言ったよう

なスケジュールを組み直して何とか平成３１年度の末までには完成さ

せたいというようなことで臨んでいるようです。 

永留教育長 ほかありませんでしょうか。それでは、ないようでしたら本日の会議

はこれで終了いたします。次回の会議日程の件で事務局からお願いしま

す。 

阿比留課長

補佐 

１０月の２７日金曜日になりますけど、１時３０分からまたこの会場

で開きたいと思います。 

永留教育長 よろしいでしょうか。次回１０月２７日金曜日、午後１時３０分から

ということです。また事務局から改めて通知はいたします。 
これで本日の会議は全部終了しましたので会議を閉じます。 
以上を持ちまして、平成２９年第９回対馬市教育委員会会議を閉会い

たします。どうもお疲れ様でした。 
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